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ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽ学部生命化学科

ｲｵﾝ濃度勾配の検出、Naｲｵﾝ
検出、Kｲｵﾝ検出、金属ｲｵﾝ検出

環境を判別して構造変化する核酸

細胞内外の環境を判別して構造変化する核酸

●特徴
細胞の内と外では、ｲｵﾝ濃度が大きく異なっている。

ｲｵﾝに敏感な修飾した核酸を使って、細胞内外のｲｵﾝ
濃度勾配を検知することができる。

●研究内容
生体内には、多様な金属ｲｵﾝが存在し、生命分子の

機能と構造を調整している。特に細胞の内と外では、
ｶﾙｼｳﾑやｶﾘｳﾑｲｵﾝの濃度は大きく異なっており濃度勾
配がある。金属ﾀﾝﾊﾟｸ質においてその機能発現には、
金属ｲｵﾝが中心的な役割を果たす。金属ｲｵﾝによって
構造が制御されるﾀﾝﾊﾟｸ質として、ｶﾙｼｳﾑｲｵﾝに依存し
て高次の構造を形成する、ｶﾙﾋﾞﾝﾃﾞｨﾝやｶﾙﾓｼﾞｭﾘﾝなど
のﾀﾝﾊﾟｸ質もある。これらの現象を利用すれば、細胞
内外のｲｵﾝ濃度の勾配を検知するｾﾝｻｰとしての利用が
可能である。
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図 ｲｵﾝ結合性を持つｴｰﾃﾙ鎖を主鎖に持つ核酸


